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令
和
６
年
１
月
６
日（
土
）、札

幌
サ
ン
プ
ラ
ザ「
金
枝
の
間
」を
会

場
に
、当
連
合
町
内
会
の
２
つ
の
事

業
が
相
次
い
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
時
か
ら
創
立
50
周
年
記
念
式

典
が
行
わ
れ
、記
念
式
典
終
了
後

に
10
分
ほ
ど
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

14
時
か
ら
は
新
年
交
礼
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
及
び
新
年
交
礼
会
に

は
、北
区
役
所
か
ら
佐
々
木
美
香

子
北
区
長
、石
井
正
治
市
民
部
長
、

北
区
選
出
の
国
会
議
員
、道
議
会

議
員
、市
議
会
議
員
の
方
々
、北
区

連
合
町
内
会
協
議
会
に
加
入
し
て

い
る
連
合
町
内
会
、各
町
内
会
、関

連
団
体
な
ど
か
ら
１
２
６
名
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

『
創
立
50
周
年
記
念
式
典
』

　

創
立
50
周
年
記
念
式
典
は
、「
開

式
ま
で
の
間
、、猪
口
雅う

楽た

佳か

衛え

さ

ん
と
猪
口
清
山
さ
ん（
連
合
町
内

会
監
査
猪
口
久
美
氏
）が
箏
と
尺

八
を
演
奏
し
、出
席
者
を
お
迎
え

し
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、玉
置
保
弘
連
合
町
内

会
副
会
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、

村
上
泰
彦
連
合
町
内
会
副
会
長

の
開
式
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、物
故

者
へ
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。佐
久

間
連
合
町
内
会
会
長
の
式
辞
で
は
、

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

で
被
災
し
た
方
や
亡
く
な
ら
れ
た

方
、翌
日
の
航
空
機
事
故
で
負
傷

さ
れ
た
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
へ
、お

見
舞
い
と
お
悔
や
み
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。ま
た
、連
合
町
内
会
の
創

立
か
ら
50
年
間
の
略
歴
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、長
年
に
わ
た
っ
て
新

川
の
桜
並
木
を
お
世
話
し
続
け
て

お
ら
れ
る
新
川
町
内
会
の
布
施
鎬

次
氏（
新
川
地
区
緑
化
推
進
協
議

会
幹
事
）に
、佐
久
間
連
合
町
内
会

会
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
は
、佐
々
木
美
香
子

北
区
長
と
佐
藤
英
道
衆
議
院
議

員
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

　

坂
田
康
弘
50
周
年
記
念
誌
編

集
委
員
長
に
よ
り
、記
念
誌
発
行

に
つ
い
て
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、

新
川
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、「
昭

和
歌
謡
メ
ド
レ
ー
」「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」「
新
川
さ
く
ら
並
木
の
う

た
」が
順
に
演
奏
さ
れ
、大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。演
奏
中

の
壇
上
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、「
連
合

町
内
会
50
年
の
歩
み
」を
紹
介
す

る
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

演
奏
者
に
ス
ラ
イ
ド
の
光
が
当
た

ら
な
い
よ
う
に
変
形
し
た
映
像
に

な
り
ま
し
た
が
、演
奏
と
共
に
楽

し
ま
れ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

約
50
分
間
の
記
念
式
典
の
最

後
は
、山
内
秀
治
連
合
町
内
会
会

計
の
閉
式
の
こ
と
ば
で
幕
が
閉
じ

ら
れ
ま
し
た
。

『
新
年
交
礼
会
』

　

新
年
交
礼
会
は
、記
念
式
典
を

終
え
て
約
10
分
間
の
休
憩
の
後
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
健
一
連
合
町
内
会
総
務
部

長
が
司
会
進
行
を
務
め
、開
会
を

宣
言
し
ま
し
た
。初
め
に
行
わ
れ
た

佐
久
間
五
十
也
連
合
町
内
会
会
長

の
年
頭
挨
拶
は
記
念
式
典
に
続
い

た
た
め
手
短
に
行
わ
れ
ま
し
た
。次

に
、石
井
正
治
北
区
市
民
部
長
、山

根
理
広
道
議
会
議
員
、伴
良
隆
市

議
会
議
員
の
３
氏
か
ら
祝
辞
を
頂

き
、村
上
泰
彦
連
合
町
内
会
副
会

長
の
祝
杯
で
歓
談
に
移
り
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、希
望
者

に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
披
露
、各
種
団

体
、学
校
、町
内
会
、ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
出
席
者
か
ら
の
組
織
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
締
め
は
、坂
田
好
男
連

合
町
内
会
前
顧
問
の
音
頭
で
三
本

締
め
が
行
わ
れ
、３
時
間
近
く
に
わ

た
っ
た
記
念
式
典
と
新
年
交
礼
会

の
宴
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
記
念
式
典
並
び
に
新
年

交
礼
会
の
準
備
と
運
営
に
携
わ
っ

た
50
周
年
記
念
式
典
実
行
委
員

会
の
皆
様
、会
場
の
受
付
を
担
当

さ
れ
た
総
務
部
と
女
性
部
の
皆
様
、

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
広
報
部　

坂
田
）

　

今
年
の
元
日
、最
大
震
度
７
を

観
測
す
る
能
登
半
島
地
震
が
発
生

し
、大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

我
々
が
大
き
な
揺
れ
を
身
近

に
体
験
し
た
地
震
も
、平
成
５

年
（
１
９
９
３
年
）７
月
の
北

海
道
南
西
沖
地
震
、平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）３
月
の
東
日
本

大
震
災
、平
成
30
年（
２
０
１
８

年
）９
月
の
胆
振
東
部
地
震
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
験
や
報
道
を
見
る

た
び
に
、地
震
に
対
す
る
備
え
の

大
切
さ
を
痛
感
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

地
震
へ
の
備
え
と
行
動
を
見
直

す
た
め
、参
考
に
な
り
そ
う
な
資

料
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
は
、東
京
消
防
庁
が
地

震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
て
い
る
資
料
を
基
に

作
成
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
地
震

対
策
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

�

（
広
報
部　

坂
田
）

地
震
に
備
え
る
!!

◆地震に対する10の備え ◆地震その時 10のポイント

ちぇりばー

『
創
立
50
周
年
記
念
式
典
』及
び

『
新
年
交
礼
会
』を
同
日
に
開
催

新川さくら並木
連 合 町 内 会

『
地
震
に
対
す
る
10
の
備
え
』

身の
安全の
備え

家具類の転倒・落下・
移動防止対策をしておこう

・けがをしたり、避難に支障がないように家具を配置しておく。
・家具やテレビ、パソコンなどを固定し、転倒・落下・移動防止措置をしておく。

けがの防止対策を
しておこう

・食器棚や窓ガラスなどには、ガラスの飛散防止措置をしておく。
・停電に備えて懐中電灯をすぐに使える場所に置いておく。
・散乱物でけがをしないようにスリッパやスニーカーなどを身近に準備しておく。

家屋や塀の強度を
確認しておこう

・家屋の耐震診断を受け、必要な補強をしておく。
・ブロックやコンクリートなどの塀は、倒れないように補強しておく。

初動
対応の
備え

消火の備えをしておこう ・�火災の発生に備えて消火器の準備やふろの水の汲み置き（溺れ防止のため子供だけで浴室
に入れないようにする）をしておく。

火災発生の早期発見と
防止対策をしておこう

・火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を設置しておく。
・普段使用しない電気器具は、差込プラグをコンセントから抜いておく。
・�電気に起因する火災の発生を抑制するため、感電ブレーカー（分電盤型）を設置しておく。

非常用品を備えておこう
・非常用品は、置く場所を決めて準備しておく。
・冬の寒さなど、季節を考慮した用品を備えておく。
・車載ジャッキやカーラジオなど、身の周りにあるものの活用を考えておく。
・スマートフォンの予備バッテリー（PSE マーク付）など、必要な電源を確保しておく。

確かな
行動の
備え

家族で話し合っておこう

・地震が発生した時の出火防止や初期消火など、家族の役割分担を決めておく。
・�外出中に家族が帰宅困難になったり、離れ離れになった場合の安否確認の方法や集合場所
などを決めておく。
・家族で避難場所や避難経路を確認しておく。
・台風等の風水害が同時期に発生した場合を想定しておく。
・普段の付き合いを大切にするなど、隣近所との協力体制を話し合っておく。

地域の危険性を
把握しておこう

・自治体の防災マップ等で、自分の住む地域の地域危険度を確認しておく。
・�自宅や学校、職場周辺を実際に歩き、災害時の危険個所や役立つ施設を把握し、自分用の
防災マップを作っておく。

防災知識を
身につけておこう

・�新聞、テレビ、ラジオやインターネットなどから、防災に関する情報を収集し、知識を身
につけておく。
・消防署などが実施する講演会や座談会に参加し、過去の地震の教訓を学んでおく。
・大きな地震の後に同程度の地震が発生する可能性があることを理解しておく。

防災行動力を高めておこう ・�日頃から防災訓練に参加して、身体防護、出火防止、初期消火、救出、応急救護、通報連絡、
避難要領などを身につけておく。

『
地
震
そ
の
時 

10
の
ポ
イ
ン
ト
』

地震時
の行動 地震だ！　まず身の安全

・揺れを感じたり、緊急地震速報を受けたときは、身の安全を最優先に行動する。
・�丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」空間に
身を寄せ、揺れが収まるまで様子を見る。

  【高層階（概ね 10 階以上）での注意点】
・10階以上の高層階では、揺れが数分続くことがある。
・�大きくゆっくりとした揺れにより、家具類が転倒・落下する危険に加え、大きく移動する
危険がある。

地震
直後の
行動

落ち着いて
火の元確認　初期消火

・火を使っている時は揺れがおさまってから、あわてずに火の始末をする。
・出火した時は、落ち着いて消火する。

あわてた行動
けがのもと

・屋内で転倒・落下した家具類やガラスの破片などに注意する。
・窓ガラス、看板などが落ちてくるので外に飛び出さない。

窓や戸を開け出口を確保 ・揺れがおさまった時に、避難ができるよう出口を確保する。
門や塀には近寄らない ・屋外で揺れを感じたら、ブロック塀などには近寄らない。

地震後
の行動

確かめ合おう我が家の安全　
隣の安否 ・我が家の安全を確認後、近隣の安否や出火の有無をお互いに確認し合う。

協力し合って消火・救出・
応急救護

・近隣で火災を発見した場合は、消火器などにより、協力し合って消火を行い延焼を防ぐ。
・倒壊家屋や転倒家具などの下敷きになった人を近隣で協力し、救出・救護する。

正しい情報　確かな行動 ・行政、放送局、交通機関などから発信される正しい情報を得る。
避難の前に安全確認
電気・ガス

・�避難が必要な時には、復電時の電気機器のショートなど、通電火災が発生する可能性やガ
ス漏れの発生を防ぐため、ブレーカーを切り、ガスの元栓を締めてから避難する。

火災や津波
確かな避難

・�地域に大規模な火災の危険がせまり、身の危険を感じたら声を掛け合い、一時集合場所や
避難場所に避難する。

・�沿岸部や川沿では、大きな揺れを感じたり、津波警報が出されたら、高台などの安全な場
所に素早く避難する。
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ポ
プ
ラ
町
内
会

新
年
交
礼
会

　

１
月
14
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

12
時
迄
、新
川
ポ
プ
ラ
町
内
会
の

新
年
交
礼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

亀
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、乾

杯
で
お
酒
や
オ
ー
ド
ブ
ル
、お
弁
当

に
舌
鼓
。

　

最
後
に
は
、抽
選
会
と
盛
り
上

が
り
、今
年
も
楽
し
い
幕
開
け
に

な
り
ま
し
た
。

み
ど
り
町
内
会

「
新
年
親
睦
会
開
催
」

　

１
月
13
日（
土
）午
後
12
時
よ
り

札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、町
内

会
新
年
親
睦
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。み
ど
り
町
内
会
と
し
て
は
４
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

親
睦
会
は
佐
藤
会
長
の
新
年
の

挨
拶
に
続
き
山
本
監
査
役
の
乾
杯

で
始
ま
り
ま
し
た
。開
会
後
の
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に
は
町
内
会
女
性
部
長
の
塩
田

さ
ん
ご
一
家
に
よ
る
懐
か
し
い
名
曲

の
メ
ド
レ
ー
を
ピ
ア
ノ
と
フ
ァ
ゴ
ッ

ト
の
演
奏
で
会
の
雰
囲
気
を
一
気

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

余
興
で
は「
テ
ー
ブ
ル
対
抗
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
」「
お
楽
し
み
抽
選

会
」な
ど
で
皆
さ
ん
お
土
産
を
た
く

さ
ん
ゲ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

余
興
の
締
め
く
く
り
は
、「
新
春
カ

ラ
オ
ケ
」で
す
。時
間
の
許
す
限
り

参
加
Ｏ
Ｋ
と
い
う
事
で
た
く
さ
ん

の
方
が
自
慢
の
喉
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

楽
し
ん
だ
２
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、野
本
顧
問
の
締
め

の
挨
拶
で
会
は
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。帰
路
で
は
参
加
者
の
皆
さ
ん

が
満
面
の
笑
み
で
送
迎
バ
ス
の
乗

客
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
総
務
部　

横
山
）

「
子
供
会 

雪
中
Xm
as
会
」

　

12
月
16
日（
土
）11
時
よ
り
北

風
公
園
で
み
ど
り
町
内
会
子
供

会
雪
中
X
m
a
s
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
小
学
生
だ
け
で
は
な

く
、乳
幼
児
に
も
幅
を
広
げ
た
申

込
み
方
式
で
、１
歳
か
ら
小
学
６

年
生
ま
で
44
名
の
子
供
達
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
思
っ
た
以
上
に
雪
が
少

な
く
、雪
の
中
に
カ
プ
セ
ル
を
埋

め
て
探
す
小
学
生
対
象
の
ゲ
ー

ム
で
は
、カ
プ
セ
ル
を
埋
め
る
事

が
出
来
ず
、雪
上
の
カ
プ
セ
ル
を

取
る
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。幼

児
は
、ロ
ー
プ
か
ら
ぶ
ら
下
が
っ

た
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
取
る
ゲ
ー
ム
、一

生
懸
命
走
っ
た
り
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
い

た
り
と
と
て
も
可
愛
い
姿
を
見

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、総
務
横
山
サ
ン
タ
と
、

会
計
前
田
サ
ン
タ
の
周
り
を
囲
み
、

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
交
換
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
30
分
程
の
活
動
で
し

た
が
、天
気
も
良
く
子
供
達
も
保

護
者
の
方
の
ス
マ
ホ
カ
メ
ラ
に
笑

顔
で
答
え
て
い
て
、企
画
し
た
役

員
も
ほ
っ
こ
り
し
た
ひ
と
と
き
で

し
た
。

�

（
文
教
部　

西
川
）

　

新
川
地
区
会
館
２
階
和
室
の

集
会
室
と
の
間
仕
切
り
の
壁
紙

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、新
川
地
区
の
老
朽
化

し
た
下
水
道
管
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
を
請
け
負
っ
て
い
た（
株
）

北
海
道
グ
リ
ー
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

社（
札
幌
市
東
区
北
丘
珠
４
条

３
丁
目
10
番
20
号
）の
地
域
貢

献
と
し
て
行
わ
れ
、同
社
に
12
月

27
日（
水
）感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
壁
紙
は
写
真
で
わ
か
る

よ
う
に
一
部
が
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
な
っ
て
い
る
た
め
、ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
の
使
用
や
子
供
の
落
書
き

コ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

�

（
広
報
部　

坂
田
）

公
園
町
内
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

12
月
10
日（
日
）に
子
ど
も
会
太

陽
の
会
主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が

新
川
公
園
会
館
二
階
大
会
議
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
製
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ

る
カ
プ
ラ
の
ゲ
ー
ム
を
行
い
50
名

ほ
ど
の
児
童
が
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

「
も
ち
つ
き
大
会
」

　

12
月
10
日（
日
）、新
川
公
園
会

館
で
町
内
会
主
催
の
も
ち
つ
き
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
７
時
か
ら
40
㎏
の
も
ち
米
が

蒸
さ
れ
、会
館
玄
関
に
設
置
さ
れ

た
臼
で
力
自
慢
の
つ
き
手
に
よ
り

次
々
と
も
ち
が
つ
き
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

同
日
開
催
さ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
集
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
て
、に
ぎ
や
か
な
も
ち
つ
き
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

「
新
年
交
礼
会
」

　

１
月
14
日（
日
）に
新
年
交
礼

会
が
新
川
公
園
会
館
二
階
大
会

議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
為
、３
年
に
わ
た
っ

て
休
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、本

年
よ
り
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
野
会
長
よ
り
新
年
の
挨
拶

が
あ
り
、能
登
半
島
地
震
の
発
生

を
受
け
て
災
害
対
策
に
留
意
し

て
欲
し
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

久
々
の
新
年
交
礼
会
と
い
う

こ
と
で
多
数
の
来
賓
の
方
々
か

ら
新
年
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
の
祝
宴

も
久
し
ぶ
り
で
、盛
況
の
う
ち
に

２
時
間
ほ
ど
で
終
了
し
ま
し
た
。

新

川

地

区

会

館

新

川

地

区

会

館

２
階
和
室
壁
紙
張
替
え

２
階
和
室
壁
紙
張
替
え
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第
４
町
内
会

「
新
年
交
礼
会
」

　

令
和
５
年
度
の
第
４
町
内
会

の
新
年
会
交
礼
会
は
、１
月
14
日
、

東
区
中
沼
の
た
ま
ゆ
ら
の
杜
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
総
勢
33
名
で
、普
段

話
す
事
が
出
来
な
い
町
内
会
の
皆

様
と
親
睦
を
深
め
る
べ
く
、楽
し
い

新
年
交
礼
会
で
し
た
。

　

ま
た
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ

ケ
で
自
慢
の
美
声
を
披
露
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
町
内
会
の
新
聞
も
制
作

し
参
加
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

�

（
総
務　

山
崎
）

「
防
犯
夜
回
り
」

　

12
月
29
日
は
大
人
20

名
子
供
10
名
、30
日
は
大

人
19
名
子
供
12
名
の
参
加

で
、両
日
と
も
２
班
に
分

か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
町
内

を
回
り
ま
し
た
。

　

平
年
よ
り
暖
か
く
雪
も

少
な
く
て
夜
回
り
に
は
最

適
で
し
た
が
、足
下
が
滑

り
や
す
く
歩
き
ず
ら
い
夜

で
し
た
が
、子
供
た
ち
は

元
気
で
大
き
な
声
で
回
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

35
名
が
参
加
し
て
午
前
11
時
か
ら

新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
総
務
部
長
の
司
会
、佐
久

間
会
長
の
挨
拶
、鈴
木
総
務
部
長

の
祝
杯
で
宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、猪
口
会
計
部
長
の

尺
八
と
娘
さ
ん
の
箏
の
演
奏
で
お

正
月
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
ビ
ン
ゴ
が
行
わ
れ
、全
員

に
景
品
が
配
ら
れ
、魅
惑
の
カ
ラ

オ
ケ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
の
最
後
に
、恒
例
の

参
加
者
全
員
に
よ
る「
北
国
の
春
」

を
大
合
唱
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
前
の
参
加
人
数
に

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、参
加
し

た
皆
様
が
新
春
の
顔
合
わ
せ
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
長
能
さ
ん
の
音
頭
で
万

歳
三
唱
で
宴
を
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
広
報　

栗
山
）

第
５
町
内
会

第
５
町
内
ク
ロ
ー
バ
ー
子
ど
も
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
16
日（
土
）に
新
川
地
区
会

館
で
第
５
町
内
ク
ロ
ー
バ
ー
子
供

会
の
毎
年
恒
例
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
が
猛
威
を
振
る
う
中
で
し
た
が
、

感
染
症
対
策
を
し
て
無
事
に
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

幼
児
14
名
、小
学
生
40
名
が
参

加
し
、町
内
会
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
二
部
制
で
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
な
っ
て
以
降
、子
供
達

同
士
の
ふ
れ
あ
い
は
控
え
て
お
り

ま
し
た
が
、今
年
は
〇
×
ク
イ
ズ
、

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
企
画
し
、子

供
達
同
士
楽
し
む
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

景
品
や
お
菓
子
、最
後
に
は
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
貰
い
、喜
ん
だ
顔
が
た
く
さ

ん
見
ら
れ
ま
し
た
。子
供
達
の
思

い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

来
年
以
降
も
子
供
達
が
ふ
れ
あ

い
交
流
で
き
る
場
と
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
、大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

�

（
総
務
部
長　

鈴
木
信
一
）

�

（
子
供
会
部
長　

山
田
恵
里
）

第
５
町
内
会
新
年
会

　

１
月
13
日（
土
）、新
川
地
区
会

館
２
階
に
て
、子
供
達
を
含
め
て

第
６
町
内
会

第
６
町
内
会「
餅
つ
き
大
会
」

　

恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
12
月
10
日

（
土
）新
川
地
区
会
館
２
階
集
会
室

で
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
よ
り
食
材
の
仕
込
み
や
器

具
類
の
準
備
を
行
い
、当
日
は
午
前

９
時
よ
り
会
館
に
て
会
場
作
り
と

餅
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
電
気
餅
つ
き
機
３
台
で
の

餅
作
り
、20
㎏
の
餅
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。会
食
時
間
の
12
時
前
か
ら
子

ど
も
達
が
集
ま
り
だ
し
た
の
で
、予

定
よ
り
早
め
に
会
食
を
は
じ
め
ま
し

た
。出
来
上
が
っ
た
餅
は
、お
し
る
こ
、

き
な
粉
餅
、お
ろ
し
餅
、納
豆
餅
に
し

て
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
に
は
、子
供
用
の
臼
と

杵
で
餅
つ
き
体
験
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

役
員
を
含
め
約
１
０
０
人
以
上

が
集
ま
っ
た
、盛
大
な
餅
つ
き
大
会

と
な
り
ま
し
た
。�（
広
報
部　

松
村
）

令
和
６
年「
新
年
交
礼
会
」

　

町
内
会
の
新
年
交
礼
会
が
１
月

14
日（
日
）正
午
12
時
か
ら
札
幌
サ

ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
川
地
区
会
館
前
に
午
前
11
時

40
分
集
合
、送
迎
バ
ス
に
て
出
発

し
ま
し
た
。参
加
者
は
24
名
。

　

は
じ
め
に
山
田
会
長
の
年
頭
の

挨
拶
と
乾
杯
で
宴
会
に
入
り
ま
し

た
。会
食
の
中
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や

カ
ラ
オ
ケ
を
行
い
、楽
し
い
新
年
交

礼
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
広
報
部　

松
村
）

第
３
町
内
会

新
年
交
礼
会
が
再
開

　

１
月
７
日（
日
）、コ
ロ
ナ
禍
が

一
段
落
し
た
た
め
、新
年
交
礼
会

は
会
場
を
南
区
の
保
養
セ
ン
タ
ー

「
駒
岡
」に
変
更
し
、４
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
開
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た

方
も
多
く
、35
人
の
皆
さ
ん
が
太

陽
公
園
を
送
迎
バ
ス
で
出
発
、40

分
ほ
ど
で
会
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

会
が
始
ま
る
ま
で
は
お
風
呂
を

楽
し
ま
れ
た
り
、仲
間
と
話
を
弾

ま
せ
た
り
、セ
ン
タ
ー
内
を
見
て

回
っ
た
り
な
ど
思
い
思
い
に
時
間

を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

交
礼
会
は
山
内
会
長
か
ら
の
年

頭
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、乾
杯
の

後
は
歓
談
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、カ
ラ
オ

ケ
と
楽
し
い
時
間
が
続
き
、大
い
に

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
町
歌
の「
北
国
の
春
」を

輪
に
な
っ
て
歌
い
、「
新
川
さ
く
ら

並
木
の
歌
」で
終
え
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
会
場
で
し
た
が
、皆
さ

ん
か
ら
も
好
評
で
、ま
た
次
も
と

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。�

（
総
務
部
）
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第
７
町
内
会

恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
と

歳
末
防
火
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

　

12
月
10
日（
日
）、町
内
会
館
で

年
末
恒
例
の
も
ち
つ
き
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
内
会
館
前
で
は
、テ
ン
ト
を

設
営
、薪
ス
ト
ー
ブ
、臼
と
杵
な
ど

を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、会
館
内
で
は
、

も
ち
米
や
雑
煮
出
汁
な
ど
の
仕
込

み
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
内
で
は
、薪
ス
ト
ー
ブ
２

台
で
蒸
か
し
た
も
ち
米
を
順
に
つ

き
、つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
を
会
館
内

に
運
び
、鏡
も
ち
や
餡
入
り
の
紅

白
も
ち
を
作
っ
た
り
、き
な
粉
も

ち
、納
豆
も
ち
、お
ろ
し
も
ち
や
雑

煮
用
に
し
て
子
供
た
ち
を
含
め
て

み
ん
な
で
頂
き
ま
し
た
。

　

も
ち
つ
き
は
子
供
達
に
も
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

紅
白
も
ち
は
パ
ッ
ク
詰
め
し
て
、

事
前
に
募
っ
た
高
齢
者
世
帯
に
配

り
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
に
み
ん
な
が
集
ま
っ

て
い
た
だ
く
も
ち
の
味
は
格
別
で

し
た
。

　

12
月
26
日（
火
）か
ら
は
。午
後

７
時
か
ら
町
内
の
歳
末
防
火
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
参
加
者
が
少
な
く
、

い
つ
も
は
２
班
に
分
か
れ
て
巡
回

す
る
と
こ
ろ
を
１
班
で
巡
回
す
る

な
ど
の
工
夫
を
し
て
、無
事
に
28
日

（
木
）ま
で
の
３
日
間
、実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

（
会
長　

坂
田
）

新
年
交
礼
会

　

１
月
８
日（
成
人
の
日
）、第
７

町
内
会
の
新
年
交
礼
会
を
モ
エ
レ

天
然
温
泉
た
ま
ゆ
ら
の
杜
で
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
約
20
名
が
町
内

会
館
前
で
待
つ
送
迎
バ
ス
に
集
合

し
ま
し
た
。送
迎
バ
ス
に
ゆ
ら
れ
て

午
前
11
時
前
に
現
地
に
到
着
し
ま

し
た
。宴
会
が
始
ま
る
12
時
ま
で

の
間
、温
泉
に
つ
か
っ
て
心
と
身
体

を
癒
し
ま
し
た
。

　

宴
会
は
、坂
田
会
長
の
年
頭
挨

拶
、山
田
顧
問
に
よ
る
乾
杯
で
始

ま
り
ま
し
た
。飲
食
と
歓
談
が
進

ん
だ
後
、マ
ジ
ッ
ク
、ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
た
。

　

送
迎
バ
ス
に
送
ら
れ
て
、午
後
４

時
頃
に
町
内
会
館
前
で
解
散
し
ま

し
た
。

�

（
会
長　

坂
田
）

第
８
町
内
会

第
８
町
内
会「
新
年
交
礼
会
」

　

１
月
20
日（
土
）午
後
よ
り
、モ

エ
レ
天
然
温
泉
「
た
ま
ゆ
ら
の

杜
」に
て
33
名
が
参
加
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

到
着
後
の
自
由
時
間
で
は
、十

種
類
の
温
泉
に
つ
か
っ
た
り
、ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
で
各
自
正
月
疲
れ

を
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
川
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
岡

本
セ
ン
タ
ー
長
に
来
賓
と
し
て
参

加
頂
き
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
に
よ
り
、永
ら
く
宴
席
の
中

止
が
続
い
た
た
め
、お
い
し
い
鍋

を
囲
ん
で
、皆
さ
ん
の
話
が
弾
ん

で
い
ま
し
た
。

　

料
理
を
囲
ん
で
の
ひ
と
時
の

後
、カ
ラ
オ
ケ
と
な
り
、司
会
進

行
の
Ｍ
氏
に
よ
る
プ
ロ
顔
負
け
の

名
調
子
で
、大
盛
り
上
が
り
で
し

た
。次
い
で
、恒
例
の
く
じ
引
き

を
行
い
、く
じ
引
き
の
た
び
に
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。夜
７

時
前
に
帰
着
し
解
散
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
員
の
皆
さ
ん
が
、各
行

事
を
通
じ
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
く
よ
う
、今
後
も
進
め
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

新
年
交
礼
会
開
催

　

１
月
20
日（
土
）午
前
10
時
よ

り
、新
川
地
区
会
館
の
２
階
に
て
、

４
年
ぶ
り
と
な
る
当
町
内
会
の

皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
の
新
年
交

礼
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。総
勢
33

名
の
参
加
者
に
よ
り
、約
２
時
間

に
わ
た
る
賑
々
し
い
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

冒
頭
、村
上
会
長
か
ら
久
し
ぶ

り
に
リ
ア
ル
で
の
開
催
と
な
っ
た

歓
び
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

余
興
の
部
で
は
、稲
垣
副
会
長

が
軽
妙
な
話
術
と
と
も
に
進
行

役
を
務
め
ら
れ
、３
つ
の
勝
ち
抜

き
ゲ
ー
ム
の
勝
者
に
は
、豪
華
賞

品
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。続
く
ビ

ン
ゴ
の
賞
品
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
く
じ

は
全
員
が
も
れ
な
く
獲
得
し
ま

し
た
が
、は
た
し
て
そ
の
中
で
一

等
５
０
０
万
円
を
当
て
た
方
は

お
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

お
い
し
い
オ
ー
ド
ブ
ル
や
お
寿

司
、余
興
を
楽
し
み
つ
つ
、あ
っ

と
い
う
間
に
お
開
き
が
近
づ
き
、

最
後
は
全
員
で「
北
国
の
春
」を

合
唱
し
、来
年
の
ホ
テ
ル
開
催
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
、散
会
し
ま

し
た
。

�

（
広
報
部
）

東
町
内
会

第
２
回
役
員
会
を
開
催

　

コ
ロ
ナ
禍
で
通
常
の
頻
度
で
の

開
催
が
で
き
な
か
っ
た
役
員
会
で

す
が
、よ
う
や
く
年
の
瀬
の
12
月

５
日
18
時
半
か
ら
、新
川
地
区
会

館
２
階
集
会
室
で
第
２
回
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
、副
会
長
、ブ
ロ
ッ
ク
長
さ

ん
、各
部
長
、会
計
と
、約
三
分
の

二
の
出
席
で
は
あ
り
ま
し
た
が
各

班
長
さ
ん
が
参
加
し
、こ
れ
ま
で
の

期
間
に
行
わ
れ
た
事
業
報
告
と
質

疑
等
を
行
い
ま
し
た
。

連
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会 

優
勝
＆
準
優
勝

　

12
月
３
日（
日
）、新
川
小
学
校
に

て
連
合
町
内
会
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
10
チ
ー
ム
の
参
加
で
、わ

が
東
町
内
会
は
選
手
10
名
で
２

チ
ー
ム
が
参
加
。５
チ
ー
ム
ず
つ
に

分
か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
東

町
内
会
チ
ー
ム
が
４
勝
０
敗
で
第

１
位
に
な
り
、東
町
内
会
チ
ー
ム
同

士
の
優
勝
決
定
戦
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
も
大
勢
応
援
に
来
て
い

た
だ
き
、東
町
内
会
に
と
っ
て
は
大

変
盛
り
上
が
っ
た
大
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

１
月
27
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、

新
川
公
園
会
館
裏
の
防
災
広
場
で

新
川
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
主
催
の
冬
季
イ
ベ
ン
ト「
Ｙ

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」が
あ
り
ま
し
た
。

　

連
日
の
降
雪
で
70
㎝
の
積
雪
深

と
な
っ
た
札
幌
市
で
す
が
、広
々

と
し
た
雪
原
で
た
く
さ
ん
の
子
供

達
が
障
害
物
競
走
、的
当
て
等
の

ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い
雪
の
休
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

地
区
子
「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」

地
区
子
「
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」


